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緊急支援発生時の学校スタッフの心のケアは

どのように行われているのか
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本研究は，米田でり切務するスクールサイコロジストを対象に面接調査を行し＼，①緊急文援発生時からその後にわたり

教職員に対してどのような心のケアが行われているか．②禁急支援を頻繁に行うスクールサイコロジスト自身はとのよ

うにセルフケアを行っているか という 2つのリサーチ・クエソションを明らかにすることを目的とした。面接調査か

ら得られた発言を基に， KJ法を援用して分類した結呆， 63の切片か得られ， ［教職員のサポートに関するコメントの分

叫 41件， ［スクールサイコロジスト自身のセルフケアに 1月するコメント】］•7 件， ［その他の視点］ 7件に分姐された。

教職具のサポートでは，管理職とスクールサイコロジストがリーダーシソプを発揮し，教職員のケアを組．奇載的に行って

しヽることが示された。スクールサイコロシストのセルフケアでは所属する危機対応、チーム内でのサポートと，外部機

佼｝からのサポートがあることが示された。これらの結果をどのように日本の学校の禁急支援に生．かすことができるか考

察した。
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I. 問題と目的

東日本大震災，熊本地震，鳥取県中部地方地震と自

然災害による被害が続いている。こうした，大規模災

害などを経険することで発生するストレスは，「惨事

ストレス」と呼ばれている（松井， 2009;高橋・桑原・

松井， 2014)。惨事 (CriticalIncident) とは，「問題や

脅威に直面したときに通常の対処行動規制がうまく

戦カウンセラー，教員，保育士など災害時に救援す

る識業は 2次被害者に分類される。また，報道で衝撃

を受けた被災地外住民などは， 3次被害者に分類され

る。

この分類に従うと教員は 2次被害者に該当し災

害時に救援する職業になる。被害に遭った児童生徒や

家族．学校関係者をサポートする立場にあり．被害の

状況を詳細に間くことにより二次的な被災を受ける可

働かないような事態」であり，例えば ビ 能性がある。また，東日本大震災や熊本地震など地域

ルの倒壊地震洪水，噴 火，津波台風暴力，レ

イプ．虐待戦争などを含む（松井， 2009)。被害者

惨事ストレス (CriticalIncident Stress)とは「惨事に直

面したときやその後に生じる外傷性のストレス反応」

を指す。松井•(2009) は，惨事ストレス被害者の分類

を以下のように紹介している。直接の被害者・被災者

は 1次被災者と呼ばれる。被害者の家族・保護者・

遺族は 1.5次被害者である。消防職員，警察官，自衛

官，海上保安官など職業的災害政援者や，医師，看護

全体を直撃する大規模災害発生時には，教員自身が被

災した立場に置かれながら (l次被害者），児童生徒

や家族学校関係者をサポートする立場 (2次被害者）

に置かれ，そのストレスは計り知れない。

教員の惨事ストレスについて阪神・淡路大震災や

東日本大震災を経験した教員のストレスに関する報告

がいくつかある。まず阪神・淡路大震災を経験した

教員のストレスに関して，倉戸 (2001)が 1996年に開

催しだワークショップに参加した教員］05名の直後，
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1週間後 1年後のストレス反！応をオ1いりしている c ス

トレス症；伏として．「ショソク． Iぐ二、Jク」は直後 48%,

1週間後］0%, 1年後 0%と低下していく。ーカで

「光景を見［し、出す」は直後 11%, 1週間 28%, 1年後

17%, 「悲しみ」では直後］1%. 1週間後 23%, 1年

後 10％であり，これらは直後と］~年後で数伯が変わら

ないことを示している。また，竹島・松 l訊•佐々木

(1996)は．被災者の打り神的健康度を GHQ28項目版

をJllいて検討した結呆避難所で世話係をした教員の

GHQ得、1いは．被災住民より有意に高いことを示した。

また．多くの文援ネソトワークをもつことは，心岬的

ストレスの腎減に有効であり．個人的な援助だけでな

く，公的援助などの支援ネソトワークも有効であるこ

とを明らかにしている。

東日本大震災を経験した教員や心理士の体験につい

ても，報告がいくつかなされている。鈴木・志賀 (2014)

は，福島県の原子力災害の避難区域で勤務していた男

ゼ主教員との面接過程を報告し，震災の 2週間後に「子

どものこころのケア担当」の教員として派遣され，そ

の教員自身が「自分や家族の将来が分からない」とい

う負担を抱えたまま支援者としての役割を果たし続

け，不眼症状や居場所がないという不安，焦燥感など

のストレス症状を呈していたと報告している。また，

松崎 (2011)は，福島県内の特別支援学校 23校にアン

ケート調査を実施した結果，教員の変化として，「今

後の見通しがたたない」「生活環境が大きく変わって

しまったため，肉休的，精神的疲労を感じる」「教員

自身が被災し通勤時1.. ！りが長くなった」「児菫生徒のス

トレス好減に心を砕き，放射能対策について情報収集

にあたっている」などが報告されている。寺井 (2011)

ぱスクールカウンセラーとして勤務する学校の中で

の子どもの様子，教員の様子を報告している。教員の

様子として毎日の子どもとの授業に向けて前向きに

がんばる教員の姿と，「教員生活で大事にしてぎた宝

物の教材がすべて流れてしまった。こころが流れてし

まったようだ」「今回の震災で人生観を変えてしまった

教員がしヽる」なども瓜々な想しヽを抱えながら懸命に仕事

をしている姿が見られると報告している。小柴 (2011)

は学校支援のボランティアチームの一員として，小

学校に入った経験から，家族や自宅の被災，前任校と

の兼務など様々な 1'閉題を抱えながらも，整然と学校

述営や学級経営に取り組む教員の様子を報告してい

身与 10り (2017年1夏）

入教員の張りつめだ椋子ベスその中で外部援助者に

何ができるか模索する杯子力噌訂写されている。

これらの研究の多くで，杓支災圃後および巾長期にわ

たる教員のストレス反応のi高苔が示されており，いず

れの研究でも， 子ともの援且力者に対するサポート休訓

の1褻仰が必要であることが指摘されている（鈴木・志

賀， 2014)。子どもに直接的な援助を行う立場の援助

者に対するケアの重要性の鸞忍識は近年高まっており，

多くの学校危機の冑紐（例えば，緊急支援時のマニュ

アル（窪Iー：！］・向笠，林・油日］， 2005: Brock, Sandoval, 

& Lewis, 200]今田・吉田訳 -2006) には「教員のセル

フケア」に関する記述が含まれている。一方でセル

フケアの重要性をどれだけ1云えても，霞災後の過麗醒

状態も相まって，心身の不訴月にいたるまで頑張り続け

る教員も少なくない。そのため， フォーマル・イン

フォーマルなスタッフミーテ~ィングで気持ちを話す場

所を設けたり，意図的に休みをとるように伝えること

が重要となる。しかしながら．学校や自治休レベルで

教員の心のケアについてどのような休制をとってお

り， どのように展開しているかという報告例はほとん

ど見られない。

また大規模災害の他にも， 学校が緊急支援を要する

機会は頻繁に発生している。 上地 (2003) は，学校危

機の内容を個人レベルのf立機，学校レベルの危機，

地域社会レベルの危機に分揺［し，それらの出来事の教

員の経験頻度について，現1戦経験 3年以上の 20代後

半から 50代前半の男性 219名］，女↑生 88名，学校種は

小学校］17名，中学校 92名， 嵩等学校 85名，盲，

聾，養護学校 13名に質間紙訓］査を実施している。そ

の結果児童生徒の事故死を経験している教員は，小

学校で 37%，中学校 38%，高校 67%, 児童生徒の病

死を経験している教員は，小学校 30%，中学校 39%,

高校 41%, 児童生徒の災害による死を経験している

教員は，小学校］0%, 中学l交 10%，高校 11%, 教職

員の死を経験している教員は小学校 51%，中学校

47%，高校 71％であった。二のように，学校におけ

る勤務の中で，教員は多種多オ策な学校危機を経験する

可能性が示されている。学校応：機は多くの教員がいつ

経験してもおかしくない事象で、あると言える。こうし

た事態が発生したとき，学校か‘どのように学校スタッ

フの心のケアを進めているカヽについての報告は少な

し‘

゜
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以上のことから．本l訃究は緊急支援に関する研究や

実践が豊腐な米国に焦点を当て、 PRE!遠REと呼ばれる

全米の緊急支援 ト レーニング カ リ キュラム (PREP~RE

（米国学校心理士会）の詳細は，NationalAssociation of 

School Psychologists, 2017参照 ．以下 NASPと記載す

る）で講師を務めるスクールサイコロジストに面接調

査を行った。米国におけるスク ールサイ コロジス トの

位罹づけは．心のケアや緊急支援を自らの専門性の一

部として行う常勤（あるいは常動に近い形の）スタッ

フであるi.I;1)。具体的には緊急支援発生時およぴそ

の後にわたり ，教戦員のサボート がどのように行われ

ている かを探索的に明らかにすることを 目的とした。

以下の2つのリサーチ ・クエッ ションに沿ってインタ

ビューを進めた。

①緊急支援発生時～その後にわたり ．教l哉員に対 して

どのようなケアが行われているか

②緊急支援を頻繁に行うスク ールサイコロジス 1、自 身

がどのよう にセルフケアを行っているか

II.方 法

1. 調査協力者

ピュ ーを実施したJi|ii番に A氏． B氏 c氏 D氏 と略

す）。 40~60代。 A氏は，首都ワシン トンDC近郊の学

校に勤務し，9.11アメリカ同時多発テロ（以下， 9，11)

により親を亡くした子どもの在藉する学校への緊急支

援を経験◇また学校区内で発生した銃乱射事件後の

緊急支援等も経験している。 B氏は勤務校0)校内で

発生した銃乱射事件への緊急支援を行っている。この

事件では 2名の生徒が射殺され．25名が負傷。侵

入者 (14歳）は 事件発生後に自殺。その状況から学

校が回復していく過程を経験。C氏は．首都ワ シント

ンDC近郊の学校区で主任ス クールサイコロジスト と

して勒務。学校区で複数の緊急支援チームを形成 し

チームでの緊急支援を行っている。学校区の危機介入

のプログラムマネージャーに任命された年に， 9．J.)を

経験。 D氏 は カ リ フ ォルニア州スク ールサイコロジ

ストとして 20年近 くの活動経験をもつ。 学校への危

機介入が手探 りで行われていた時代を経験し， 危槻介

入マニュアル開発の必要性を実感。本の出版および{iJf

修プログラ ムの立ち上げの中心と して活動。現在は｀

研11多プログラムの普及をライフワークと している。

アメリカの緊急支援チームで活動するスク ールサイ 2.詞査者

コロジス ト4名（男性2名．女性2名 ：以下．インタ インタビュ ー謁査の実施は第 1著者と第 2著者で

注 1) 米国の学校では．教員スク ールカウ ンセラー．

スクールサイコロジス ト．その他の専門l殿が多職

種チームで勤務している。教員は学習面と生活面

の指導サービスの専門家 スクールカウンセラー

は進路面と生活面の指禅サービス ・援助サービス

の専門家スクールサイコロジス トは学習面と生

活面の援助サーピスの専門家として位罹づけられ

ている （石 隈 1999)。学校の緊急支援に関する

予防・ 対応業務は主にスク ールカウンセラ ーと

スク ールサイコロジストが担っており ．スクール

サイコロジストの養成課程およぴ現職研修におい

て「緊急支援プログラム」は． コアカリキュラム

の 1つとな っている。緊急事態が発生した際．ス

クールサイコロジス トは噛理職と辿携しながら

児窟生徒 ・保護者の心のケアおよび教職員の心の

ケアを担 う役割である。そのような理由から今

回はスクールサイコロジスト にイ ンタピューを行

うこと とした◇

行 った。第 1著者および節3著者は．日本で学校心理

士 として活動。第2著者は米国でスクールサイ コロジ

ストと して勤務。 3者とも複数の緊急支援の経験をも

つ。第 1 著者は，米国の PREP~RE プログラムの研修

プロ グラム． トレーナープログラムを修了 している。

3 調査時期

2016年 2月上旬～中旬。

4,．調査場所

NASP 年次大会会場（ル イ ジアナ9)•I•I ニュ ー オリーン

ズにて開催された）。

5. 調査手続き

事前にメ ー ルにてアポイント を とり• 30分～ 1時間

のイン タビューを依頼 ・実施した。インタピュ ー内容

ば録音に関する許可を得た上でその場でメ モをと

ると 同時に録音した。
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6. 調査内容

前述の 2つのリサーチ・クエッションを翌ねるた

め，以下の 6つの質I-1月項目を設定した（；

間 1 これまでにとのような緊急支援を経験してき

たか。

「間 2 全米の槃急支援チームで活動することを始め

たきっかけはとのようなものか。なぜ，緊急

支援の研究・実践を行っているのか。

椙]3 lll1lO)事態において教職員のストレス反応

はどのようなものだったか。

間 4 現場の教職員のストレス反応軽誡のために，

教職員に同けての収組を行った経験がある

か？それはどのようなものだったか。

I1月5 緊急支援を自分が続けるにあたってセルフ

ケアをどのように行っているか。とのような

ことに留意しているか。

問6 同じ専門職同士（スクールサイコロジスト同

士，同じ職場の教員同士）が互いに支えあう

ためにどのようなことが必要だと思うか。

7. 倫理的配慮

協力は任意であること．録音は逐語記録作成後泊去

すること，データは全体の傾向としてまとめること，

回答したくないことは回答を拒否できること， また匝

答後もデータを撤回することも可能であることを書面

で説明し同意書にサインを求めた。研究の目的・方

法・倫理的配慮を読明する文書，データの撤回を希望

する際の連絡先を記載した書面を手渡した。

8. 分析方法

メモと緑音を基に，第 2著者が英語による逐語記録

を作成した。それを基に米国在住経険がありバイリン

カルである第 1著者か英語を日本語に翻訳した。そし

て，第 1著者と第 3著者で，その後の作業を以下のよ

うに進めた。まず①教職員に対して行われているケ

アの内容②スクールサイコロジスト自身のセルフケ

アに1関する内容にド線をi:JIき．それを基に切片を作成

した。その結果 A氏 21,B氏 14,C氏 15,D氏 13, 合

計 63の切片が得られた。次に， これらの切片を， リ

サーチ・クエソション 1の［国答， リサーチ・クエッショ

ン2の1且1答，その他の視点という 3つに分姐した。そ

して， 3つの分煩ごとに， KJ法（）1|喜且I. 1967) を援

第 10号 (2017年度）

川し回答内容をさらに分類し， カテゴリを生成した。

カテコリ抽出悛カテコリ間の関係を検討し，カテゴ

リグループを生成した。

皿結果

1，緊急支援発生時からその後において，教職員に対

してどのようなケアが行われているか

教職員のサポートに関するコメントの切片は 41件あ

り，それらは］4カテゴリに分煩された（表］参！璧）。

それをさらに対応、の時期によって 『即時的対応』『中

長期的対応』『危機に強いコミュニティの形成：予防』

のカテゴリグループに分類した。『即時的対応＼』につ

いては「緊急事態の発生i直後の対応」「ダメージから

の回復」「緊急事態発生後に行う一連の対応」に関す

る回答内容とし 『中長期的対応』については，「ケア

の継続」「日常生活の回復後に発生する出来事への対

応、」「ケアのさらなる充実」に関する回答内容とし，

『危機に強いコミュニティの・形成：予防』は対応し

た時期の特定がない回答という基準で分類した。以

下，各カテゴリグループ，カテゴリを紹介し，いくつ

か発言例を示す。

間］時的対応』に含まれたカテゴリぱ緊急事態の

発生直後の対応， ダメージからの回復，緊急事態発生

後に行う一連の対応に関する回答内容からなり，「直

後のスタッフミーティングの内容と位置づけ」「学校

が受けたダメージを回復するイベントの企画，連営」

「素早く日常を回復することを重視」「ニーズレベルの

トリアージ」「互いのサインに気がつく体制づくり」

「カウンセリングニーズのある教員のリファー」「管理

職のサポート」「多様なニーズをもつ生徒のスクリー

ニングとサポート」であった。

「直後のスタッフミーティングの内容と位置づけ」は

7件と最も多く，具体的にそこで何が行われるのか，

そのミーティングがどのような位置づけで行われるの

か語られた。以下，具体的な発言を示す。

＂私の仕専は，緊急嘉態が発生しだその月に教

蔵員のミーティングを闊俯するよう，校長に拗ぎ

かけることです。 三ついて即座に話し，彼ら

の変全を俣隙することや，スタッフやコミュニティ

メンバー間でうわさが流れなしばうにします。ス

｝レスを低減することをけ的に，スタソフの質問
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呈ミ 1 孝文 I[fil司 O)-lナ、寸ざ—ート（こ I．見l-するコメントの分類

カテゴリ

直後のスタッフミーティングの

内容と位．樅づけ (7)

学校が受けたダメージを

回復するイベントの

企画・連営 (2)

発言内容の要約

緊急事態が発生直後に行うスタッフミーティングに関する発言内容。

その 1E： 要 1•生を伝え， ときには校長に慟きかけることも行う。ミー

ティングでは以卜の内容を行う： ①事実について共打する，⑫）ス

タソフの安全を保陪する．③スタソフの質間に答え， うわさか流れ

ないようにする，④心配や悩みについて共有する，⑤生徒や大人の

典閏的なストレス反応とそれに対処するためのコーピングスキルを

教育する，⑤さらなる援助を必要とするウォーニングサインについ

て教育する，⑦爪大な出来事の影響は長期にわたる場合がある（化

涯にわたる場合もある）ことを伝える。

ミーティングは強制ではないが，すべてのスタッフが出府；するよ

うに促し，計が欠）附しているか把握する。欠），li『しているスタノフに

は，後日，誰かが連絡し，様子を確忍する。

銃乱射事件で複数の生徒が死亡した事件を経験した学校において，

学校を地域に間放する("オープンハウスイベント＂）という試みを

実施。スクールサイコロジストを含むサポートチームがその場にい

て，多様なニーズに応じた。イベントでは，食べ物や，品をする場

所，セラピー大，マッサージサービスを川意し，カウンセラーも配

置した。イヘントは恐怖やネガティフな記憶，校内の安全か壊さ

れた感認を軽減することを目的としたものであり，所属感を収り戻

し，犯行場面のイメージを新たなものにするために行われた。最後

は生徒や保護者教師が手と手をつなぎお互いに抱き合い， 1［
いにケアしあい，力を得たし，感動的な形で終わった。

素早く日常を回復することを 銃乱射事件発生から 5日後には，通‘常のルーティンに戻った。日常

重視（］） を維持することが．悲惨な I'廿来事を埋め合わせ，安心感をもたらす

ことが実証的にも示されている。また，生徒や教師には授業中

授業外・週末も含めていつでもサポートを受けられることを伝えた 0

ニースレベルのトリアーシ (5) さらなる支援を必要とする生徒や教帥に対して（二次的援助）．出来

事について話す場を提供する。影響を受けている人をトリアージし，

メンタルヘルスのリスクやニーズレベルをアセスメントする。

互いのサインに気がつく 危機対応チームは本人に直接聞くまたは同僚からの情報を基に，各

体制づくり (3) スタソフの危機要因を把握し．気になることがあれば伝えてもらう

ようにする。また，スタッフがお互いに不調に気が付きサポートし

あえるように．危機発生時からその後にかけて見られるウォーニン

グサイン（トラウマ反応や苦悩のサイン）を繰り返し伝える。

カウンセリングニーズのある 喪失を経験した忌引休暇後の教師に対しては，悲ll莫プロセスや対処

教員のリファー（1) スキルについて教育し，サポートを受けることの重要‘性を伝えたり，

エンパワメントする。希望する教職員には． EAPが提供する学校外

のカウンセリングを紹介する。

管狸職のサポート（］） 管理者が生徒・教職員のサポートにおいてリーダーシソプを発押で

きるようサポートする

多様なニーズをもつ生徒の スクールサイコロジストやスクールカウンセラーが生徒のサポート

スクリーニングとサポート (1) を中心的に担う。以下のような活動を行う： ①トラウマ症状に関す

るニーズアンケートの実施．②結呆に基づくグループ形成．③ニー

ズが高い生徒への個別カウンセリングの提供。

（次頁につづく）
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表 1 つづき

カテゴリ

グループ
カテゴリ 発戸内容の要約

中長期的対応ケアの継粒とトラウマに関する 注忍するべきサインや反応について教育を統けること，お互いに確

(9) 教育― (5) ，忍しあうこと，事実を共行することを 1三j的に，スタノフミーティン

グを継続的に行う。その Iいで， トラウマの専門家を呼び， 艮仇）l的な

トラウマの影糊について請をしてもらうことも行った（）

そのII・ー『々 ｛こ発生する !!li来市や 銃乱糾事件か発生した学校におしヽて．学年末に生徒の成績をどのよ

うに評価したらよしヽかといっ-こが，教員間で話題にあがった。銃懸念に応じる (2) ‘-1 

乱判事件が，夏休み（学・｛ド末）の 3週間前に発生したためである。

鮎論として，生徒の最終的な成禎を，事件発生前までの成粕で考慮

することとなった。それにより，事件発/-t後も良しヽ成禎をとり続け

なければならないという生徒のプレソシャーを軽減でき． また事1牛
の影糊があるなかて生徒の成禎をどのようにつけたらよいかという

教帥の負担も軽減てきた。また． このことにより．教育とサポート

を同時に続けていくことの重要性をコミュニティに伝えることか

できた。

メンタルヘルス対策拡充のため 銃乱射帷1牛が発生した学校にて危機対応チームが長期的なサポー

の補助金のI:|loli (2) 卜計圃を立てた。その中で， コミュニティ 1村のメンタルヘルスサ

ポートをりりやすよう，政府・の袖肋金を申請。その結果， 2名のトラ

ウマケアに特化したスクールカウンセラーを扉Jl]でき，袖助金は 3
年間続いた。主に生徒をサポートする任務であったが，教師やス

タッフにとってすばらしい資源になり， 3年経った今も扉川を継続

している。

危機に強し、 継続的な研修による グループ研修などで，ストレスコービングにつし)て，同僚Ill]で話を

する機会を継続的にもつ。教職員同士でメンタルヘルスについて

オープンに語ることには難しさがあるが，継続的な研修をもつこと

コミュニティ サポートイ本訓の維持 (8)

の形成

予防 (11) で互いに支え合うという考え）］を促進する。時間をかけてコミュ

ニティ感覚を醸成して大人同士がケアできるようなシステムを構築

する。

セルフケアの規範の形成 (1) 1策々なタイプのトラウマ的出来事が発生する中で， ＂自分自身をケア

することが大切であるという規範 (norm)＂の形成が必要。＂セルフ

ケアの倫理的原則’と呼ばれるもの。

従業員支援プログラム (EAP) 扇］用者向けの従業員支援プログラム (EAP) のカウンセリングが 4

の提供（2) 時間まで利用できる。教員のI{｝］題に応じてトリアージが行われ，必

要と判断、されればリファーされる。カウンセラーが外部の人である

ことが菫要で守秘の観点から学校と関係がないことを教師が

わかっていることが重要。

や．心配悩みにつし lて呵かないか尋ね，それに

答え笈す。り：徳や大人における処型的な反応につ

いて教庁し さらなる介入を必愛とするウォーニ

ングサイン (warningsign :トラウマ反応が生じ

ているサイン）について説明し支す。それらの反

応に討する． コービンクスキルを教え立す。芥ガ

ティブな反応の和？験は長期にわIこる楊倉があるこ

とを虚IJ)Jし立す＜）それらは，生互にわIこる経験と

なることるあることを伝え支す。 (A氏）＂

“出来専の後のスタッフミーティングは弧別では

ないですが すべてのスタッフが出席するように

従し支す。この方法で，管理職は芸に誼が欠腐し，

雌が影響を受けている可旅性があるか知ることが

でき支す。もし教員が欠席すれば謡かが連絡L,

この教員の様子を砲認し支す。 (C氏）＂

「多様なニーズをもつ生徒のスクリーニングとサポー

ト」は直接的に教職員を対象としたサポートではな
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し＼が，生徒の心のケアを心理の専門家が中心的に担う

ことで教員が授業や授業準備に専念できることや，

子どもの支援を心且l!．の専I11:l家と一緒に行うことで何か

あったらすぐに 1州けるという安心感がもたらされてい

ること，子どものトラウマ反応やコービングスキルに

ついて学ぶ中で自分にも応用できる内容を学ぶ機会に

もなっていることが拙察される内容であったため，教

職員のサポートに含めた。次のような発言が見られた。

“カウンセラーは，多様なニーズのレベルの生徒

にサービスを褪供し芸しだ。例えば銃尻射を

行っだ生掟の友人のグルーフ： クラスメー｝のグ

ルーフ： け撃しだグルーフ： その湯に屈合わせて

はいないが閲係が近かっだ生征のグループなどで

す。これらのグループは．カウンセラーが実旅し

だアンケー｝から形成され丈しだ

①}ラウマ茄状に闊するニーズアンケー／、の実施・

②給釆に基→づくグループ形成

③ニーズがあると特定されだ生徒を対象としだ佃

別カウンセリング。 (B氏）＂

次に『中長期的対応』には「ケアの継続とトラウ

マに関する教育」「その時々に発生する出来事や懸念

に］応じる」「メンタルヘルス対策拡充のための補助金

の申請」カテゴリが含まれた。「その時々に発生する

出来事や懸念に応じる」では勉強する場所としての

学校と，生徒のメンタルヘルスを守る場所としての学

校の機能を示す．以下の発言が見られた。

＂学年暦の終わりに生徒の成績をどのように評 (ifJiし

たらよいかということが先生力から請題にあが

り支しだ。なぜなら， その俎来事が夏依み（学年

宋）が始支る 3週閥筋に起こったからです。先生

方は，生続の最終的な成績を，出来事が起こった

げ支での成績で考謹するということに尻意し立し

た。このことは出来嘉が発生しだ後も良い成績

をとり続けなければいけないというプレソシャー

を減らすことで生碇の成績を決めなければいけ

ないという教員の 1つの負担をJf又り除くことがで

ぎ生徒と教員どちらにも役にだち支した。生徒

は彼らの成績がこの出来事によって影嬰を受け

ていてる受けていなくてりそ紅によって判晰さ

れること，罰せられることもあり支せんでし Iこ。

これは生徒の不変を低減し教齊を続けることと

サ宍ー／、を続けることを北に訂うことの爪嬰性を，

コミュニティに伝えるのに役立ち支しIこ。 (B氏）＂

『危機に強いコミュニティの形成：予防』は「継統

的な研修によるサポート休訓の維持」 8fI¥「セルフケ

アの規範の形成」 1件，「従業員支援プログラム (Em・

ployee Assistance Program ;表］内では EAPと記載）

の捉1共」 2イ牛であった。「継続的な研修によるサポー

ト体制の維持」では継続的にグループ研修をもつこ

とでコミュニティを醸成し，サポートネットワーク

を構築するということが語られた。

＂グループセッションで，ストレスに対処するカ

略について，阿燎間や教員伺士の対謡を侶進し丈

す。そこで， コミュニティ感覚の醸成やサ素ー／‘

システムが築かれ支す。教員伺士でメンタルヘル

スについてオープンに謡ることには熊しさがあり

支すか：緊急支援に関する間修を継続することで，

伺燎阿士で支えあうという考え方を侶進し岳す。

(A氏）＂

、、IJ和閉をかけて， コミュニティ感覚を酸成して大

人同士がケアできるように， チームで多くの介入

を実砲したり． システムを構築してぎ支した。 (C

氏）＂

また．「セルフケアの規範の形成」では． 自分自身

をケアすることが職業人として大切であるという規範

(norm) を形成することの重要性が．以下のように迩

べられている。

“様々なタイプのトラウマ的出来専への対応や，

自分自身をケアすることの蜆範 (norm)を形成す

るべぎ。これは．‘‘セルフケアの倫理的原訓”と呼

ばれてい芸す。 (D氏）＂

2，スクールサイコロジスト自身がどのようにセルフ

ケアを行っているか

スクールサイコロジスト自身のセルフケアに関する

コメントの切片は 17件あり， 6カテゴリに分類され
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表2 スクールサイコロシスト自身のセルフケアに関するコメントの分煩

カテゴリ

グループ
カテゴリ

所属チーム lー｝、］危1幾対／，応チーム 1付で

のサポート セル~フケアやデイプリーフィン

(6) グを打うこと (4)

圧しヽに無J咀をしなしヽこと (1) 

危i幾対応チームの糾織化

（チームのハックアップ体訓）

（］） 

外剖i機関から地j或のリソースの活）廿 (2)

のサポート

(]~ ］） 

専門家同士の組織的サポート

(6) 

活］リ）や研究として昇華 (3)

発言内容の裳約

緊忽対応チーム内でセルフケアやデイプリーフィングを行うこと

が爪裳。例えば，チームでひと）］に 4つの緊急文援を経験したこと

があり（牛徒の自殺，交通'-li故なと）．チームにとってきつい時期

だっ fこそのときディフリーフィングセッションを持ち．起こった

ことを枷り返り．これから何ができるか訪し合った。また，涙を流

して 自分が何もてきなかったと可りすメンハーもいた。

危機対応チーム内て発1_Iー、ーした危機対応、チームに参加するかどうか

不参加の表明もでぎるようになってし＼る。例えば発生した緊急支

援が個人的な経院（父観を亡くしたばかり）に類似している場含，

冷憎に対応できないことも考えられる。日頃から，お圧いの状況を

よく j:llつ-cオおくことが大切。

学校区内の危機対応チームをいくつかのチームに分けている (A~

C)。この訓1l]はAが対応するというように割り振っている。その中

でも， どこかのチームの危機対応が重なったり，過去の類似した経

験などで対1応が難しいとなった場合には他のチームがバックアッ

プに入ることになっている。

地域によって活用できる資源が異なる。例えば，ワシントン DC
（国家の政治的機能の叫1人）であれば，保健幅祉省と連携しながら仕

事ができ，法律や囚の動Iil]の最妍の知識が得やすい。また．カリ

フォルニア）+Iは大学が多く， トラウマの恵I"]家と連携しやすい。そ

うした人を講師に招いて校内研修会を行っている。

NASPの委員会として繋急支援部門があり， メンハーはつねに電話

に出られる状態でスタンハイしている。全米のどこで緊急支援が発

生しても，電話で 1対 1のコンサルテーションや資料提供などをし

ている。また， NASPの緊急支援部門と各什Iの代表が緊密に連携し，

緊急支援のネットワークシステムの組織化に取り糾んでいる。

個人的な経験が，活動や研究につながっている。一人は，ヽ99.1]"を経

験し自分の学校区の 2人の生徒が父説を亡くした経験が “Resiliency
（日復）］）＂の研り究分野への参加につながっている。もう一人は当

初禁急支援をする上で．実証的な研究が不足していて専門家とし

て十分に機能できなかったのではという想いがあった。そのことが

緊急支援の専門曹の執筆につながった。

た（表 2参凱り。それらは．ー主に， 自分が所属するチー

ム内て得られるサオさートと，全米組織 (NASP) や外

部機関からのサポートの 2つに分かれたため，『所属

チーム内のサポート』『外部機関からのサポート』の

カテゴリグループを生成した。

支援チームのハックアップチームを作っておくことな

ど，同じ学校区のスクールサイコロジスト同士で支え

あう体制について話された。「危機対応チーム内でセ

ルフケアやデイプリーフィングを行うこと」「互いに

無理をしないこと」の発言例を示す。

『所属チーム内のサポート』では，緊急支援が重な

るときなどチーム「人」で苦ししヽ時：期には， デイプリー

フィングセッションをもちお冗いの気持ちを出し合う

ことや， スクールサーイコロジストの個人的経験と重な

る場合などチームに不参加を表附できること，そうし

たことが「］える風上を 1」頃から築いておくこと，緊急

危掟対応チーム内で、セルフケアを必製とする

閲期もあり支しだ。我々は援助者として投々臼

身の状況や反応を認識しなければならない，困難

な状況を軽傍し妥した。当時ひと）1に4つの危

櫻イベン｝を経殷L支しだ（盲殺交通算故医
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カテゴリ

教職員のケアの

重要‘|-ct(3) 

校長の

リーダーシップ（］）

日頃からの

SPやSCと教職員の

肯定的な関係性が

緊急支援時につながる

(1) 

データベースの開発

(1) 

表3 その他の視，1且のコメントの分類

発言内容の概要

多くの先［［が辞めてしヽったり n •}因気になっていくことを目の当たりにして．先生をサポート
する必要性を実感した。自己効力感が低かったり，サポートが不足していて メンタルヘル

スの問題を抱えている場合もある。職場のサポートを充丈させること，先生 1廿上卜がお圧いに

I.ill}姐につしヽて店し合う場所を設定することか必裳。また．屈期側に複数の生徒の化を督験し，

深刻なトラウマを受けた教員もいた。こうした複数のトラウマは，心岬的健恥に長間的に影

縛を及ぽすという視点で，関わる必要がある。

校長のリーターシソプの重要‘Vl:（日頃からサポーテイプな校風を作ること，速やかに危機対

応チームを地区事務所に派逍依粕すること）。ハリケーンサンディ発生後ある学校で校艮か

変わるということが発生した。業）［しくきた佼長がリーダーシノプを発揮し，すくに職員会議

を間催し，生徒や職員の晶本的なニースが叶恥たされているかどうか確諮し． さらにコミュニ

テイメンハーにも新しい校長としてトラウマを経験したコミュニティを守ることに尽力する

と自己紹介した。

校内にいるスクールサイコロジストやスクールカウンセラーがメンタルヘルス対策のリー

ターとして日頃から他の教職員と関係を築いておくことが人切。そうしたつなかりか，危

機支援ll-;『に効果を発オ畢する。校白のスクールサイコロジストやスクールカウンセラーが予：校

外のメンタルヘルスサービスを提供する機関と教職員をつないだり，禁急支扱チームが学校

に来たときに必要な情報を集約して伝えることがてきる。日頃から教職員の様子に気を配り

芦をかけること(“チェノクイン＂ということばが） 1]いられる）， この関係が危機支援時に役

立つ。また，教貝はメンタルヘルスに対してネガティブなイメージ（＂ステイグマ＂）を持ぅ

ている場合もあるがスクールサイコロジストやスクールカウンセラーとの関係がそれを減

少させることにも役立つ。

緊急支援が発生しサポートが必要となったとき，危機が発生した場所に，近隣の PREPaREの

訓綽を受けた人をつなぐデータベースの間発を行っている。学校区はそのデータベースにア

クセスすれば，すぐに PREI想REの実践家を特定できる。

研究盾動の重炭性（］）神経生理学的イメーシの研究や心身のテータ結呆を緊急支援分野に川いていくことは，サ

ポートのレベルを客観的に1咀析することにつながり，エビデンスに陪づく実践になる。

療問題など）。私たちは，座ってデイプリーフィ

ングし，阿が起こったが これから阿がでぎるか

話しあい笈した。その閥に，私だちのメンバーは，

涙を流して，俯りできなかっだと告臼する人もい

芸した。 (C氏）＂

＂一連の危櫻討応を経験し．我々は常にケースを

受けることができるかどうかについて疑問をもっ

ベぎであることを学び支した。もし特定の人や特

定のチームが．佃人的な経骸（父親を亡くしたば

かり）に近似した緊急支援状況が発生しだ揚合，

感情的に揺さぶられることなく対応することがで

ぎないと感じだ楊合．彼／彼女はチームの一員で

あることに対して [noJと言うことがでぎ支す。

これが．透明性を俣つこと．闊かれた心でいるこ

と． 佃人的な経験についてお互いをよく知ってい

ること．受け入れの雰朋気を作ることが璽要な理

由です。 (C氏）”

『外部機関からのサポート』には地域の近隣にあ

る外部資源を活用することや，全米組織 (NASP) か

らのサポート，そこでの緊急支援プログラムの開発や

研究活動が支えになることが語られた。「専門家同士

の組織的サポート」の発言例を示す。

"NASPの委員芸として緊急支援部門をもってい

て，メンバーは常に電詔に出られる状態で危樅

的出来事に対応できるようになってい足す。そし

て，電話・で1対］のコンサルテーションを捷供し

てい戻すし，資料も紐供してい丈す。 (A氏）＂

次に，活動や研究として昇華の発言例を示す。

ヽ` 私たちは “9.11" を経験し支しだ。この専伴に
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ぷって 2人の佑紡か父籾をこ〈し笈しだ。私の

チームはその危艘介人を評験し， この危樅討応辺）

すべての総験宏私を '9回復力 (Resiliency)"の

婦究分野へ参加することを促しそれについて

NASPで岱衷し支 Ll.:o (A氏）＂

万分臼身がスクールサイコロンス／、として妥心

して対応でぎなかっだこと (notcomfortable) や

専I•II]的な討応がでぎなかっだと思うことがあり笈

す（）この知識が足りなし＼と感じだ評験が，約20

年別に叫版したぷを執策する拗楼になり笈した。

この不ガ噂噂するI]りは，危櫻介人の領城で実証的

な餅究はあり支せんでした。すべての知識や情縦

は， どの止うに危綬に対処しだらよいか．専I.li]家

閲の経恢の語りに基づくものでした。 (D氏）＂

3. その他の視点

その他の視点に分類されたコメントの切片は 7件あ

り， 5カテゴリが生成された（表 3参！！賛）。カテゴリ

間で内容に共通性が見られなかったため，カテゴリグ

ループは設定しなかった。いずれのカテゴリも，教職

員のサポートやスクールサイコロジスト自身のセルフ

ケアに関連する要素も見られたが緊急支援時の対応

に関する記述というより，各研究協力者が大切にして

いる学校支援の視点であると判既し，『その他の視点』

としてまとめた。以ド「教職員のケアの重要性」の

具1本的な発言を示す。

教員をサ沢一｝する必要性を実感しだのは多

くの高校の教員が辞めていっだり病気になって

い〈という現象からでしだ。彼らは， 自己効力感

が低〈，臼侶が低く， サポー／、が不尼していて，

日分臼象に迷っていだり， メンタルヘルスの閲題

を抱えてい丈した。巖楊のサホ°ー｝を充実させる

ことは，索急の課題でした。教員伺．． 士がお互いに

閥題について犀『し合う楊団を設定することが必要

でし乙亨o (A仄・)＂ 

w．考察

本研究ては，緊急支援発生時に学校スタッフに対し

てどのような支援が行われてしヽるか，禁急支援発生時

にリーダーシップを発揮することが求められる専門職

であるスクールサイコロジストがどのようなセルフケ

アを行ってし）るかとしヽう 2つのリサーチ・クエソショ

ンを探索的に 1リ］らかにするために．米［月で勤務するス

クールサイコロシスト 4名を対象にインタビュー調査

を実施しまとめたものである D 日本の学校危機におけ

る学校スタノフの心のケアと心J:11職のセルフケアに今

回の結果がとのように活かせるかいくつかの祝点か

ら考察する。

1. 学校教職員に対して行われる心のケアについて

学校教職員に対して行われる心のケアについて，直

後に教職員会議を開催し一連の対応を行うこと，過去

の経験などからさらなる支援を必要とする教職員を把

握すること，緊急支援発生時に見られるウォーニング

サインを教育し互いにケアしあうことを強調するこ

と，カウンセリングニーズのある教員をリファーする

こと， これらを行うために管理職をサポートすること

などの回答が得られた。これらは．一連の緊急支援マ

ニュアルに記載されている内容とほぼ一致していた

（窪田ら， 2005: Brock et al., 2001今田・吉田訳 2006)。

福岡県臨床心理士会ら (2005) の手引きにおいても，

できるだけ早い時期に，教職員全体を対象にした研修

会を実施することが望まれること，苧校コミュニティ

の中核的な担い手である教職員自身の安定と回復なし

には児童•生徒への対応は困難であることが迩べら

れている。また，具体的な内容として，プログラムの

準備や実施，デイプリーフィングセッションの持ち方

なども紹介されている。

今回の研究で明らかになったことはマニュアルに

記載されている内容を各学校区・学校単位で，学校

長とスクールサイコロジストが中心となり実行してい

ることである。この重責を担うため，スクールサイコ

ロジストは大学院のカリキュラムの一貰として緊急支

援を学び，職場に入ってからも PREP旦REプログラム

を履修したり， トレーナーコースを履修し，所属する

学校や学校区で学校スタソフを教育する立場を担う。

今恒lの調査対象者は，米国の緊急支援の中核的なメン

ハーであったこともあるが勤務地はバージニア州，

ワシントン DCj札カリフォルニア州の学校区と異なっ

ていた。これは全米を通して，統一的なモデルで緊急

支援に対して備え，対応がなされていることを示唆し

ている。それを可能にするのはスクールサイコロジ
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ストが学校に常勤（あるいぱ常勤に近い形）で配置さ

れ．管理職や教職員と日頃からの関係があること．ス

クールサイコロジストが緊急支援対応ができるように

訓練するプログラム (PREP~RE) が全米各地で 1開催さ

れ． このプログラムの修了生が全米中におりこれらを

学校で提供できる専門家がそろっていることがある。

欧）・l・Iも現在．緊急支援に対応できる専I:II]家の養成にカ

をいれており，’｀ESPCT”il乙）と呼ばれるプログラム

（西山・石限・大野 •Pfohl, 2016)がある。日本でも，

これらのプログラムや専門家の養成方法は参考になる

と考える。

2 スクールサイコロジスト自身のセルフケアについ

て

スクールサイコロジスト自身のセルフケアについて，

危機介入チーム内でのセルフケアやデイプリーフィン

グという内容と，チームでどのような工夫をしている

のかまた外部資源とのつながりについて語られた。

スクールサイコロジスト自身のセルフケアについて

は これまでの先行研究ではほとんど見られない。緊

急支援のマニュアル（窪田ら， 2005; Brock et al., 2001 

今田・吉田訳 2006) 内の援助者のケアの内容が該当

すると言えるがそれらは主な対象は学校教職員であ

る。スクールサイコロジストは緊急支援やトラウマ

に閃する知識や支援技術を有しており，セルフケアが

できることが前提とされていると考えられるが，今回

、］主 2) ESPCT (European School Psychology Center for 

Training)は2003年に設立され， 2010年から欧州に

おいて，スクールサイコロジストおよびそれに類

する専門職に向けてのトレーニングを開始した。

研修は現在は基礎 (Basic)研修，発展 (Advanced)

研修に大別されており， Basic研修の利用者が大

半である。 Basic研修では，主に学校または学校

が関係する活動において起きた事故および疾病に

よる死亡などの間題を対象に，研修が構成されて

いる。校内の教員の疾病による死亡，校内の児童

生徒の疾病による死亡，校内のスポーツの課外ク

ラフでの活動の移動中に事故に遭うなどの状況に

対する対応、が中心である。一方で， Advanced研

修で取り扱う事案は， 自殺などさらに影閻力が甚

大であると考えられるものが中心である。

の調査からは彼ら特有の状況があることも伺える。地

域で起こる学校危桃に什」動するため．短期間に複数の

トラウマ発生状況にさらされることがある。今回の回

答でも， ひと月に 41目の緊急支援を経験したIIか期は，

心理的につらい状況だったという回答があった。そし

てそのチームではこうした経験を料まえてチー

ムをいくつかに分割し，ハソクアソプチームか行機す

る状態を作る，個人的に厳しい状況のときにはチーム

に参加しないという選択もできる組織風土．を作ってい

るということが請された。複数のトラウマを経験する

ことは PTSDの発症リスクを高めることが示されて

いる (Green,Goodman, Krupnick, Corcoran, Petty, Stockton, 

& Stern, 2000)。複数のトラウマにさらされやすい立

場にあるスクールサイコロジストを対象とした研究や

実践も必要であろう。

現在スクールカウンセラーの業務の中で，［事件・

事故等の緊急対応における児童生徒等の心のケア」が

明確に位置づけられており（文部科学省初等中等教育

局児童生徒課， 2015)，緊急時に学校配骰のスクール

カウンセラーや同じ市町村のスクールカウンセラーが

チームで緊急支援を行う機会が増えている。藤森•土

岐・松浦 (2014) は教育委員会指導主事の役割の重

要性を指摘しており，緊急支援事象における全体の場

のコーディネーションや学校とスクールカウンセラー

をつなぐ役割があり，そうした研修が必要であること

を指摘している。指導主事とスクールカウンセラーの

学校緊急支援チームにおいてどのように互いの心理状

態に配慮しあえるチームを作るかということも今後の

1つの課題になろう。

3. 米国の緊急支援対策の普及に見られる緊急支援の

体験から予防への流れ

今回の面接協力者の NASP緊急支援部門の中心メン

バーはいずれも 9.11や銃乱射事件．ハリケーンカ

トリーナヘ対応した経験をもっていた。大規模災害を

経験した人や地域が，その活動を跨まえて支援を継

続していくことが次の災害の備えにつながっている

ことが本研究で示された。また，その活動に参加す

ることで緊急支援時のネットワークが構築され，プ

ログラムの作成や研修の実施， インターネットや電話

での情報共有ができ，それがさらなる緊急支援時の資

源になるという循環的関係も示された。さらに．「活
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動や研究として昴華」カテゴリに見られるように， 自

分が担当していた［七徒の父親が 9.11で亡くなった経

験から回復力の研究をしているという発言や，文献な

どがなく専門家として十分に機能できなかったという

想いが本の出版につながったなどそのときの想いが

支援活動や{i]「究として昇華されていることが示唆され

た。こうした想いを途切れさせることなく，次の緊急

支援の対応に生．かしていくことが大切である。

日本では震災対応の教訓を生かした活動として，

震災・学校支援チーム (Emergencyand Rescue Team 

by School Staff in Hyogo: EARTHけ)))の活動がある（兵

庫県教育委員会事務局教育企画課， 2017)。EARTHは，

袖戸の阪神淡路大震災後に兵庫県教育委員会内で立ち

上げられた組織であり， EARTH訓練・研修のプログ

ラムの企画を行う「li]「究・企画班」，学校教育の早期

再間に向けた支援を行う「学校教育班」，学校内に開

設された避難所の運営支援を行う「避難所連営班」，

学校給食の早期再開と避難所内の食生活の支援を行う

「学校給食班」，児童生徒・保護者・教職員の安全•安

心への支援を行う「心のケア班」があり，包括的な活

動を展開している。 EARTHは，東日本大震災や熊本

大地震時でも活動を展開していた。教師のサポーター

として教師が現場に入り，活動を展開する特徴があ

注3) EARTHは，兵庫県教育委員会を中心に実践され

ている「震災・学校支援チーム： EARTH(Emergency 

and Rescue Team by School Staff in Hyogo)」である。

阪神，淡路大震災時，避り’:it所となり混乱した学校

ヘ県内外から多くの教職員が応援に駆けつけ，支

援を受けた教訓から，教職員による

支援組織が設置され，防災や避難所運営等に関す

る専門的な灰l]識や実践的な対応能力を備えた教職

員の養成を行っている。平成 12年 1月17日の「阪

神・淡路大震災 5周年教育復興の集い」において

「震災．学校支援チーム (EARTH)」の設置を披露

し，平成 12年 4月1日に発足した。現在，防災

教育推進指導員養成講座（上級編）修了者した教

諭養護教諭栄焚教諭，学校事務職員，］59名

に加え，カウンセラー 3名を特別構成員として］62

名で活動している。これまでに， トルコ大地震

台湾大地震の被災地東日本大震災熊本地震，

鳥取県中部地麗への EARTH派遣を行っている。

る。これは教員が中心に多様な業務を分担して行う

教員文化が強い日本の学校現場では．非常に重要なこ

とであると考える。また．東日本大震災の学校支援を

教訓として，学校心迎士の研修プログラムとして＂緊

急支援＂に焦点をあてて，人材の養成学校支援を行

う活動も報告されている（大野・氏家・瀧野・山谷，

2017)。

4 本研究の限界と今後の課題

本1i升究の限界の 1つは，協力者が4名と少なく，ス

クールサイコロジストに限定されていたことである。

管理職やスクールカウンセラーに尋ねるとまた違った

回答が得られる可能性もある。また，今回の協力者は

いずれも米国学校心理学会の繋急支援部門で講師を務

めるスクールサイコロジストである。彼らが話す内容

が全米全土でどの程度展開されているかは，さらな

る調査が必要である。 PREP月REプログラムが届いて

いない地域や，管理職の理解が得られない，予算がな

いなど，今回の調査で十分に聞き取れなかった現実的

な間題も多々あることが推察される。今回は，禁急支

援対策の先進事例としてスクールサイコロジストの配

置が進んでいる米国の実践を探索的に調査した。その

中で，全米で展開されている PRE均REプログラムが

実際にどのように学校区・学校内で展開されているか

という点や，教職員やスクールサイコロジストのケア

においてどのようなことに留意して活動を行っている

かという点について明らかにすることができた。これ

らの視点を日本で現在用いられている緊急支援の研修

やマニュアルづくりに反映させていくことが今後の

課題である。
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Q叫 itativeStudy of Psychological Care for School Staff in Time of School Crisis 

—Using Interview Data of School Psychologists Working in American Schools-
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Rie CHINO (Uniりersityof Shinshu) 

This study focuses on probing the following two research questions: a) How psychological care is provided to school 

teachers in time of and after school crisis; b) How school mental health providers or members of crisis response team, in-

eluding school psychologists, take care of themselves in time of and after school crisis. Interview data was collected and its 

meaningful chunks were counted as 63 responses, which were then sorted and organized by emp1oying the KJ method into 

the following groups: 41 [comments related to support for teachers]; 17 [comments related to self-care of school psycholo-

gists]; and 7 [other perspectives]. In regards to support for teachers, one of the common denominators of being successful 

is that both administrators and school psychologists take a leadership role and systematically provide care for their col-

leagues. In regards to self-care of school psychologists, it was indicated that peer support system within the crisis response 

team is as imperative as support from outside agencies. Discussion was made to examine how this data could be utilized in 

Japanese educational systems in time of school crisis. 

Key words: crisis response, school teacher, school psychologist, psychological care 
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